
道路廃止、道路拡幅及び盛土に係る運用指針 

平成１７年１１月１８日 １７文都計第３９５号 決定 

平成２３年 ８月２４日 ２３文都計第３８８号 改正 

（目的） 

第１条 この運用指針は、都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第２９条

の開発行為による道路廃止、道路拡幅及び盛土に関して必要な事項を定める

ことにより、適切な土地利用を図り、もって良好な市街地環境の保全と市街

地の健全な発展に資することを目的とする。 

 

（道路の廃止） 

第２条 通り抜け道路の廃止は、認めない。ただし、既存道路の一部又は全部

を廃止し、新たに道路を築造する場合で、次に掲げる条件を満たすものは、

この限りでない。 

（１）廃止により、建築基準法（昭和２５年法律第２０１号。以下「法」とい

う。）第４３条第１項の規定に抵触する敷地を生じないこと。 

（２）新たに築造する道路の幅員が廃止する道路幅員以上あること。 

（３）土地の利用上道路を廃止することに合理性があり、現在の道路状況に比

べて安全性、利便性等が十分確保され、地域への貢献が認められること。 

（４）道路の廃止が文京区都市マスタープラン（平成８年７月）、まちづくり

計画等に沿っていること。 

２ 前項ただし書以外の場合の通り抜け道路の一部又は全部の廃止は、周囲の

状況により、やむを得ないと認められる場合で、次の各号のいずれかに該当

するものに限り、これを認める。 

（１）次に掲げる条件を満たすもの 

ア 廃止する道路が、法第 42条第 2項の道路であり、人の通行が少なく、

車両の通行がない状況にあること。 

イ 廃止により、法第４３条第１項の規定に抵触する敷地を生じないこと。 

ウ 廃止する道路と近接する他の道路があり、道路の廃止により近接する

道路に与える影響がほとんどないこと。 

エ 道路の一部廃止の場合は、残存する行き止まり道路の延長が３５メー

トル以下で、現況道路の幅員以上の屋外通路を設けるなど、代替措置を

講じること。 

オ 土地の利用上道路を廃止することに合理性があり、現在の道路状況に

比べて安全性、利便性等が十分確保され、地域への貢献が認められるこ

と。 

カ 道路の廃止が文京区都市マスタープラン、まちづくり計画等に沿って

いること。 

（２）前号の条件を満たす道路以外の道路で、次に掲げる条件を満たすもの 

ア 道路の形状がＬ字型、Ｕ字型等で、他の道路との連続性がないこと。 

イ 廃止する道路が開発区域内にあること。 



ウ 全延長を廃止すること。 

エ 廃止により、法第４３条第１項の規定に抵触する敷地を生じないこと。 

オ 土地の利用上道路を廃止することに合理性があり、現在の道路状況に

比べて安全性、利便性等が十分確保され、地域への貢献が認められるこ

と。 

カ 道路の廃止が文京区都市マスタープラン、まちづくり計画等に沿って

いること。 

３ 行き止まり道路の一部又は全部の廃止は、次に掲げる条件を満たすものに

限り、これを認める。 

（１）周囲の状況により、廃止がやむを得ないと認められること。 

（２）廃止により、法第４３条第１項の規定に抵触する敷地を生じないこと。 

（３）廃止により、周囲の道路に与える影響がほとんどないこと。 

４ 前３項の規定にかかわらず、市街地再開発事業等により、大規模な区域に

おいて計画的な整備を行う場合は、道路の一部又は全部の廃止を認める。 

 

（ヘビ玉状道路の築造の禁止等） 

第３条 前面道路を部分的に拡幅すること（いわゆるヘビ玉状道路とするこ

と。）は、認めない。ただし、次の各号のいずれかに該当するものは、この限

りでない。 

（１）道路の拡幅が文京区都市マスタープラン、まちづくり計画等に沿って

いること。 

（２）「都市計画法」の規定に基づく開発行為の許可に関する審査基準（２２

文都計第２００号）第１章第３節３－１－２の１、２及び３に基づいて、

開発区域の前面道路の中心線から３メートル（道路を新設する場合は３．

２５メートル）セットバックするもの。 

２ 前項以外の場合で前面道路を拡幅するときは、拡幅後の道路の幅員をもっ

て、それ以上の幅員の道路まで連続して接続させなければならない。 

３ 前面道路を部分的に延長することは、認めない。ただし、周囲の土地の利

用の現況及び将来の見通しを勘案して、環境の保全上支障がないと認められ

る場合は、この限りでない。 

 

（盛土） 

第４条 盛土をする場合には、次の各号のいずれかに該当するものに限り、こ

れを認める。 

（１）敷地や周囲の状況等に配慮した合理性のある盛土で、地盤面を操作す

るなど、意図的な盛土でないこと。 

（２）現況地盤面から３０センチメートル以下の盛土で、整地の範囲内であ

ること。 


